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テ
コ
入
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“
一‘市
が

一
千
万
円
を

預
託
ー
、
 

山
内
市
長
は
・
市
巾
銀
行
か
ら
一日
歩
三
銭
以
内
で
、
市
で
は
損

見
放
さ
れ
，
街
の
金
融
に
依
存
失

の
保
証
を
し
な
い
が
、
希
望

し
て
高
利
に
追
わ
れ
て
い
る
零
者
が
融
資

の
申
請
警
に
記
入
し

細
商
業
者
や
農
家
を
救
済
し
た
た
融
資
内
容

な
ど
を
預
託
金
融

い
意
向
か
ら
、
そ
の
対
策
を
検
機
関
に
提
出
し

た
場
合
、
必
要

討
し
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
苦
な
事

項
を
調
査
し
て
融
資
に
応

し
い
財
政
の
巾
か
ら

一
千
万
円
ず
る
こ
と
に

な
つ
て
い
る
、
 

を
零
細
企
業
の
小
口
金
融
資
金
 
融
資

の
対
象
と
な
る
の
は
，
 

と
し
て
．
青
和

（
百
万
円
）
西
本

市
に

ー
ケ
年
以
上
居
住
し

一

北
信
用
組
合
（
百
万
円
〕
相
互
反
歩

以
上
を
耕
作
す
る
最
家
お

銀
行

（
四
百
万
円
〕
津
軽
信
用

よ
び
中
小
企
業
償
用
保
険
法
て

組
合

（
四
百
万
円
）
を
そ
れ
ぞ

定
め
る
事
業
を
営
ん
で
 

れ
預
託
、
九
月
十
ニ
日
か
ら
借

で
あ
つ
て
、
市
内
に
店
．
 

入
申
込
み
の
受
付
を
開
始
し
た
・は
事
条
場
を
有
し
，
 

借
入
申
請
鴨
は
農
林
商
工
課
・
ピ
完
納
し取
扱
金
 

で
交
付
し
て
い
る
が
、
融
資
額

当
と
み
と
め
た

・
 

は
一
人
に
つ
き
十
万
円
以
内
、
 プ
．い
る
が
、
希
 

償
量
期
間
は
六
ケ
月
、
利
子
は

工
限
に
問
い
合
 

一
 

一
 

一
 

一
競
国
民
健
嘩
課
険
制
度
に
ず

一解
つ

い
て
の
め
ら

ま

・
しー
く
 

国
民
健
康
保
険
 

（
国
保
）
と
は
 

ど
ん
な
制
度
か
 

れ者被国
るー保民
者及険健

者康
へ保

外加険
さ入の 

保
険
者
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
資

力
に
応
じ
、
ふ
だ
ん
か
ら
掛
金
 

（
保
険
税
）
を
納
め
病
気
や
怪

我
で
医
者
に
か
か
つ
た
と
き
、
 

そ
の
医
療
費
が
半
額
で
済
み
、
 

又
お
産
や
死
亡
の
と
き
も
そ
の

費
用
の
一
部
と
し
て

一
定
の
費

用
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
。
 い
わ
ゆ
る
不
時

の
出
費
を
少
し
で
も
軽
く
済
ま
 

せ
て
生
活
の
安
定
を
は
か
る
こ
 
ョ
くプ
『
，

、
ー
k
t

一
「
才
ー
 

い
ど
」
か
い
ノ
二
目
む
た
カ
t
 

ま
す
。
 

離
騒
凱
踏
娠
議
急
警
者
ょ
り
除
外
される

眼
譲
誰
謄
鮎
麟
警
惑

綴
畿
鼠
畿
騒
 

り
ま
す
。
 

者
（
本
人
）
で
あ
る
も
の
 

劫
め
人
以
外
の
一
破
唯
嶋
唾
m

①
被
保
険
者
と
な
る
も
の
 

次
に
か
か
げ
る
国
保
か
ら
除

外
さ
れ
る
も
の
を
除
い
た
全

部
の
市
民
が
国
保
に
加
入
す

る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
 

普
通
の
生
命
保
険
等
の
よ
う

に
、
自
分
の
窓
志
や
都
合
で

加
入
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た

り
、
又
脱
退
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
こ
と
に
な
つ
て
お
り
 

国
民
鰍
康
保
険
事

業
の
経
営
者
は
 

国
保
本
業
を
経
営
す
る
責
任
者

を
保
険
者
（
市
町
村
長
〕
と
い

い
ま
「
が
、
市
町
村
自
体
が
保
 

険
叫
 

ン
、
市
町
村
長
は
、
 

代
『
 
り

る
。
 こ
の
仕
事
は

市
【
 
＼

所

〔
役
場
〕
の
課
 

険
「
 

し
て
お
り
ま
す
。
 （

ロ
〕
 法
令
に
基
く
共
済
組
合
 

騒
髪
賑
峨
知
鎌
批
か
 

（
ハ
）
 生
活
保
護
法
に
よ
る
扶

助
を
受
け

〔
三
ケ
月
）
を
経

過
し
た
世
帯
に
あ
る
も
の
。
 

（
一
こ
 
外
国人
と
そ
の
世
帯
に

あ
る
も
の
。
 

〔
ホ
〕
 
貧困
の
た
め
市
町
村
民

税
を
免
除
さ
れ
て
い
る
世
帯

に
え
る
も
の
。
 

〔
以
下
次
号
）
 

助
け
ら
れ
た
h
・
は
国保
事
業
の
目

り
早め
に
保
険
税
を
納
め
ま
し
よ
う
 一 

火
事
が
あ
つ
た
ら

一
刻
も
早
く
火
災
専
用
電
話
一

一
九
番

消
防
署
に
速
報
願
ま
す
。
 

慕I雲線黒ゴ1慧以上25才未 
I 	 演口中卒以上の日本に国籍を有する 
I 一一一一．． 男子。 
~志願手続…’市役所民生課で志願票を I通受取り 
~ 	 必要事項を肥入 5円切手を添え10月 
' 	 10日までに市役所民生課に提出して 
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iそ の 他・・・・試験日は 10月 18日から II月8日まで 

衛官募集 

I 	 の間に行います。 I 	 の間に行います。 
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の
佐
野
進
博
士
を
決
定
、
他
の

各
医
長
医
員
も
き
ま
つ
て
そ
れ

ぞ
れ
就
任
し
、
す
で
に
診
療
に

あ
た
つ
て
い
る
。
 

ま
た
病
院
内
部
の
改
造
は
山

内
市
長
の
方
針
で
あ
る
患
者
第
 

】
主
義
か
ら
人
院
環
境
の
快
適

と
明
朗
さ
の
線
で
進
め
ら
れ
、
 

待
合
室
は
広
く
明
る
く
、
待
合

時
間
の
つ
れ
づ
れ
を
慰
め
る
た

め
テ
レ
ビ
も
備
え
つ
け
ら
れ
た
 

一
〇
。
床
を
増
股
ナ
る
こ
と
に

な
り
工
事
は
九
分
通
り
進
み
そ

の
ほ
か
廊
下
の
通
風
採
光
に
も

細
か
い
配
意
の
も
と
に
明
る
く

清
潔
に
な
り
、
厚
生
連
時
代
の
 

西
北
地

方
医

療
の
殿
堂
 

市
立
西
北
中

央
病

院
発
足
 

九

月
一
一
十
七
日

に
開

院
式
 

県

入
院
室
は
、
も
と
の
看
護
婦
宿

郎
舎

を
改
造
す
る
な
ど
で
五
〇
室

・
 

長
一畿
熱
響
驚
綴
慧
 

嘩
学
両
医
学
部

の
積
極
的
な
応
援

内
の
も

と
に
院
畏
に
内
定
の
弘
大

山
副
島

教
授
，
松
永
教
授
そ
れ
に

東
北
大
桂
教
授
を
中
心
に
選

考

六
月
一
日
県
厚
生
連
か
ら
買
収

さ
れ
、
院
長
r
は
予
定
通
り
文

し
た
西
北
病
院
は
山
内
市
長
の

部
省
、
人
事
院
の
許
可
を
得
て

静
想
ど
お
り
従
来
の
市
立
病
院
弘
大
副
島

廉
治
教
授
を
現
職
の
 

・

（
市
内
敷
島
町
）
を
統
合
し
て
ど
、

象
任
と
決
定
，
ま
た
副
院

一
本
立
て
に
す
る
こ
と
に
な
り
畏

に
は
元
五
所
川
原
市
立
病
院

鵬
会
の
協
賛
を
得
て
病
院
内
部

副
院
長
の
経
歴
を
も
つ
秋
田
県

の
改
造
．
入
院
室
の
増
設
、
医

公
立
米
内
沢
病
院
長
葛
西
徹
郎

療
器
械
の
整
備
等
を
進
め
る

一
一
博士

（
市
内
長
橋
出
身
〕
と
東

方
，
医
師
陣
の
補
充
強
化
に
努

北
大
桂
教
授
の
信
託
厚
い
新
進
 

（
写
 
真
 
西
 
北
 

中
 
央
 
病
 
院
）
 

市 の 人 口 

(8月末現在） 

総人ロ 	49・290 
男 	24086 
女 	25204 

世帯数 	9I66 

西
北
病
院
と
は
全
く
面
目
を
一

新
し
て
好
評
を
か
つ
て
い
る
。
 

市
で
は
医
師
の
陣
容
が
そ
ろ

つ
た
の
と
内
部
工
作
が
完
成
し

た
の
で
名
称
を
『
五
所
川
原
市

立
西
北
中
央
病
院
』
と
改
め
て

本
院
と
し
、
敷
島
町
の
市
立
病

院
は
『
敷
島
分
院
」
と
し
て
入

院
患
者
ば
か
り
を
扱
う
こ
と
に

条
例
を
改
正
し
た
の
で
、
こ
の

開
院
記
念
式
を
九
月
二
十
七
日

午
前
十
】
時
か
ら
病
院
購
堂
で

行
う
こ
と
に
な
つ
た
。
 

開
院
式
に
は
山
崎
知
事
、
津

島
、
三
和
、
竹
内
各
代
議
士
、
 

弘
大
佐
藤
医
学
部
長
、
松
永
教

授
ら
各
科
教
授
、
東
北
大
学
桂

教
授
を
は
じ
め
県
会
鵬
員
、
市

内
官
公
荷
膳
団
体
長
、
西
北
両

郡
の
公
立
病
院
長
、
郡
医
師
会

関
係
、
市
会
鵬
員
、
報
道
関
係

等
お
ょ
そ
二
O
〇
名
を
招
待
し

て
西
北
津
竪
三
十
万
郡
市
民
の

保
健
と
医
療
の
セ
ン
タ
ー
「
西

北
中
央
病
院
』
の
前
途
を
祝
福

す
る
！
。
 

選
挙

名
簿

の
 

調
製
に
つ
い
て
 

昭
和
三
十
四
年
慶
の
基
本
選
挙

人
名
簿
の
胴
製
が
始
ま
り
ま
す

選
挙
人
の
み
な
さ
ん
が
一
人
も

洩
れ
な
く
登
載
さ
れ
る
に
は
、
 

皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
な
け
れ
ば

完
全
な
名
簿
を
調
製
す
る
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
。
 

こ
の
名
簿
は
本
年
十
二
刀
一
一

十
日
か
ら
明
年
十
二
月
十
九
日

ま
で
の
間
に
行
わ
れ
る
知
事
選

挙
や
国
会
階
員
の
選
挙
な
ど
に

用
い
る
極
め
て
大
事
な
名
簿
で

す
．
 

借
家
、
借
間
．
下
宿
 
寮
等

に
居
住
の
人
、
族
行
、
出
稼
等

不
在
中
の
人
、
調
査
時
期
に
前

後
し
て
市
内
で
転
居
す
る
人
は

名
簿
に
洩
れ
や
す
い
か
ら
、
選
 
 挙

管
理
委
員
会
に
ご
連
絡
の
上

ご
協
力
願
い
ま
す
。
 

選
挙
人
の
資
格
要
件
 

①
住
所
【
本
年
六
月
十
六
日
以

前
か
ら
引
続
い
て
五
所
川
原

市
に
住
ん
で
い
る
人
で
九
月

十
五
日
現
在
で
三
ケ
月
以
上

に
な
る
人
。
 

③
年
令
ド
昭
和
十
四
年
十
二
月

二
十
一
日
以
前
に
生
れ
た
人

で
あ
り
ま
す
。
 

名
簿
の
縦
覧
及
異
鵬
申
立
期
間

は
十

一
月
五
日
か
ら
十
一
月
十

九
日
ま
で
十
五
日
間
で
す
。
 

市
役
所
内
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
と
各
支
所
に
て
縦
党
さ

せ
ま
す
か
ら
，
ど
な
た
で
も
差

支
え
め
り
ま
せ
ん
か
ら
、
名
簿

に
登
載
さ
れ
て
お
る
か
ど
う
か

た
し
か
め
て
下
さ
い
。
 

火
災
季
が
や
つ
て
来
7
 

ど
な
た
も
火
の
も
と
ご
用
 

い
よ
！く
、
秋
の
火
災
季
節
と
な
り
各
地
に
火
災
が

て
居
り
ま
す
。
火
災
ほ
ど
恐
し
く
み
じ
め
な
も
の

ま
せ
ん
。
消
防
は
市
民
の
生
命
、
身
体
及
財
産
を

ら
守
つ
て
居
り
ま
す
．
 

本
年
に
入
つ
て
す
で
に
当
市
の
火
災
件
数
三
十

損
害
額
五
百
八
拾
七
万
円
と
上
つ
て
居
り
ま
す
。
 

火
事
は

一
寸
の
油
断
と
不
注
意
に
よ
り
発
生
す
る

あ
り
ま
す
か
ら
火
災
予
防
に
は
特
段
か
ご
協
力
を

し
ま
す
。
 

全
剖
的
に
毎
年
春
、
秋
二
回
火
災
予
防
運
動
を
恒

実
施
し
防
火
思
想
の
徹
底
を
期
し
つ
つ
あ
る
が
、
 

災
の
滅
少
を
見
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
 

昨
年
度
の
火
災
状
況
を
申
上
げ
る
と
 

火

災
件
数
 
四

十
一
件
（
ポ
ヤ
含
む
 

損
 

害
 
額
 
壱

千
弐
百
六
拾
七
万
［
 

年
4
増
加
し
て
居
る
現
況
で
あ
り
ま
す
。
 

叫
 

本
年
度
の
秋
季
火
災
予
防
喬
も
季

節
的
に
十
月
十
，
 

よ
り

ー
ケ
月
間
実
施
し
、
各
家
庭
の
防
火
診
断
を
妻

た
く
特
に
次
の
点
を
留
意
さ
れ
火
災
予
防
の
万
全
を

た
く
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

記
 

①
 
ス
ト
ー
プ
、
煙
突
の
取
付
完
備
と
掃
除
の
敬
 

③
 
火
焚
場
の
整
理
整
頓
 

『、
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瓦
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分
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医
師
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補
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の
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野
進
博
士
を
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叱

長
一
かは
弥
加
ん
学
川
b
加
和
加
加
知
因
釦

局
知
し
か
れ
加
て
H
和
像

捌
地
承
征
し
叱
「
で
、に
ち
 

鳳
か

加院
の
新
陣
容
 

・

1
'l
』・

・F

い
・
 
ご

脇
力
願
い
ま
す
。
 

ー
・
ーl
ー
 
ー
ー
 
《
 
ク
 
ク
 

ー
 

田
円
史
】
」
フ
 
、

【
【、
 
、

ー
」
‘一
ー
 】
 

ー
、
ー
ー
‘Iー

 

・
 
ク
 
ク
 リ
【
 ー
 
一
 

割
一
貸
」し
一
．‘
、
［
ー
 

‘
 

…
 

“
ー
 

？
 
ク
 
ノ
‘
 

r一
、
 、ノ
 

ー
 

ー
ー
“
，
 

→
挙
人
の
資
格
要
件
 

ン
 
ク
 
ク

【
。
‘
 
ソ
 
う
「
ー
・
宋
．
りf
・
、
 

《
 

昭
和
三
十
四
年
度
の
基
本
選
挙

①
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；
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①
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い
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東
北
大
桂
教
授
を
中
心
に
選
考
内

市
長
の
方
針
で
あ
る
患
者
第
  
開

院
式
に
は
山
崎
知
事
、
津

ン
月
一
日
県
厚
生
連
か
ら
買
収

さ
れ
、
院
長
に
は
予
定
通
り
文
一

主
義
か
ら
人
院
環
境
の
快
適
島
、

三
和
、
竹
内
各
代
議
士
、
 

し
た
西
北
病
院
は
山
内
市
長
の

部
省
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人
事
院
の
許
可
を
得
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と
明
朗
さ
の
線
で
進
め
ら
れ
、
 弘
大
佐
藤
医
学
部
長
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松
永
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構
想
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お
り
従
来
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市
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病
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弘

大
副
島
廉
治
教
授
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合
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広
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明
る
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合
授
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各
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授
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し
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決
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ま
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つ
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づ
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慰
め
る
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授

を
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じ
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会
議
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一
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立
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に
す
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こ
と
に
な
り
長

に
は
元
五
所
川
原
市
立
病
院
め

テ
レ
ビ
も
備
え
つ
け
ら
れ
た
内

官
公
衝
諸
団
体
長
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西
北
両

隣
会
の
協
賛
を
得
て
病
院
内
部
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院
長
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つ
秋
田
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量
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．
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損
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融
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追
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融
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農
家
を
救
済
し
た
ー
た融
資
内
容
な
ど
を
預
託
金
融
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検
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付
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融
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融
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応募資格 昭和34年1 月 I日現在18才以上25才未

溝の中卒以上の日本に国籍を有する
男子。 

志願手続・・・・市役所民生課で志願票を I通受取り

必要事項を記入 5円切手を添え10月 
10日までに市役所民生課に提出して
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進
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